
総理大臣杯争奪「第４８回西日本実業柔道団体対抗大会」 
対戦記録と戦評 
 
男子第二部 
 

決勝戦は、昨年１部の近畿通関と昨年３部優勝の覇者、戸高鉱業社との対戦

となった。 
 
［第１回戦］ 
 

近畿通関    ３   －   ０  十全会おおりん病院 
 
（先鋒）村上 博顕 ４段 ○ 内股      龍  保利 ３段 
（次鋒）砂原 芳徹 ３段   優勢勝     松岡  晃史  ２段 
（中堅）鳥入 孝仁 ３段   引分      松本 勝二郎３段 
（副将）小林 章男 ５段 （指導２）     富松 寿人  ３段 
（大将）珠玖 龍市 ３段   引分      山岡 靖英  ４段 
 
 
    日本ｴｰｽｻﾎﾟｰﾄ  ３   －   １  かつ柔道クラブ 
 
（先鋒）合田 大二郎３段  優勢勝     石貫 洋一  ３段  
（次鋒）半澤 尚浩 ４段   引分      西川 武志  ２段 
（中堅）正木 一将 ４段   優勢勝    柿内 健作  ２段 
（副将）中島 石積 ３段  （指導１）    池田 修   ２段  
（大将）三浦 翔平 ３段  優勢勝     大塚 陽一郎 ２段     
 
 
    関西医療学園  ０   －   ５  ホンダ熊本 
 
（先鋒）森島 知也 ２段   背負投  ○  松尾 圭二  ３段 
（次鋒）梅本 尚司 ３段   送襟絞  ○  中馬場慎剛  ３段 
（中堅）梶本 将平 ２段   小外掛  ○  松岡 恵央  ３段 
（副将）藤原 有規 初段   大外刈  ○  山本 和博  ５段 
（大将）川端 純平 ２段   優勢勝    冨岡 良   ３段 
 



     日柔整請求ｻｰﾋﾞｽ １  －    ４  高松刑務所 
 
（先鋒）岩村 憲幸 ３段   背負投  ○  塚本 一平  ３段 
（次鋒）別府 克祥 初段   優勢勝    辻田 功治  ３段 
（中堅）迫  聖  ３段  （指導２）     森  康弘  ３段 
（副将）左海 雅幸 ２段 ○ 大内刈     石川 貴也  ３段 
（大将）大森 信司 ３段   不戦勝  ○  辻田 信孝  ４段 
 
 
    日経ｻｰﾋﾞｽ    ５  －    ０  都城自衛隊 
 
（先鋒）尾身谷竜一 ３段 ○ 内股      藤井 弘一郎 ３段 
（次鋒）中野 哲也 ３段  優勢勝     丸大 陽光  ３段 
（中堅）石崎 大亜帆２段 ○ 合せ技     金井 龍太  ２段 
（副将）湯田 裕介 ３段 ○ 内股      吉田 光一郎 ３段 
（大将）一色 謙作 ２段 ○ 支釣込足    馬服 利明  ３段 
 
 
    帝人       ０  －    ４  戸髙鉱業社 
 
（先鋒）有野 伸也 ２段   腕挫十字固○  赤迫 諒介 ４段 
（次鋒）中田 将也 初段   優勢勝       崎村 和幸 ２段 
（中堅）佐藤 将和 初段   払腰   ○    高橋 光一郎４段 
（副将）津野 仁志 初段   引分            崎村 栄一郎２段 
（大将）藤岡 譲  ２段   優勢勝     細田 真史  ３段 
 
 
    ひらた整骨院ｸﾗﾌﾞ ４  －    ０ 三菱レイヨン大竹  
     
（先鋒）上薗 義明 ４段   引分      杉本 脩  ２段 
（次鋒）平田 和義 ５段 ○ 横四方固    天本 豊  ２段 
（中堅）大西 浩介 ３段 ○ 片羽絞     旗手 陽一 初段 
（副将）寺田 雅人 ３段 ○ 崩袈裟固    倉本 剛  ３段 
（大将）滝澤 順  ４段 ○ 上四方固    出本 宜弘 ２段 
 
 



  新日本製鐵大分   ３   －    ０ 大阪ガス 
 
（先鋒）尾田 長政 ３段   引分      太谷 健三 ２段 
（次鋒）牧野 寛之 ３段   引分      浅田 健志 ２段 
（中堅）竹本 五成 ３段 ○ 横四方固    松本 邦彦 ２段 
（副将）梶原 康廣 ２段 ○ 縦四方固    谷村 欣也 初段 
（大将）金子 棟行 ３段 ○ 支釣込足    田中 祐介 ２段 
 
 
［第２回戦］ 
 
  近畿通関      ２   －    １ 日本ｴｰｽｻﾎﾟｰﾄ 
 
（先鋒）村上 博顕 ４段   引分      合田 大二郎３段 
（次鋒）砂原 芳徹 ３段   引分      半澤 尚浩 ４段 
（中堅）鳥入 孝仁 ３段  優勢勝      正木 一将 ４段 
（副将）小林 章男 ５段   上四方固 ○  中島 石積 ３段  
（大将）珠玖 龍市 ３段 ○ 大内刈     三浦 翔平 ３段     
 
 
  ホンダ熊本     ２   －    １ 高松刑務所 
 
（先鋒）松尾 圭二 ３段   引分      塚本 一平  ３段 
（次鋒）中馬場慎剛 ３段   引分      辻田 功治  ３段 
（中堅）松岡 恵央 ３段   優勢勝     森  康弘  ３段 
（副将）山本 和博 ５段 ○ 大外刈     石川 貴也  ３段 
（大将）冨岡 良  ３段   負傷勝  ○  辻田 信孝  ４段 
   
 

日経ｻｰﾋﾞｽ      １   －    ①戸髙鉱業社 
              （代表戦） 
 
（先鋒）尾身谷竜一 ３段   引分      赤迫 諒介 ４段 
（次鋒）中野 哲也 ３段   谷落   ○  崎村 和幸 ２段 
（中堅）石崎 大亜帆２段   引分      高橋 光一郎４段 
（副将）湯田 裕介 ３段 ○ 合せ技     崎村 栄一郎２段 



（大将）一色 謙作 ２段   大外刈  ○  細田 真史  ３段 
（代表）湯田 裕介 ３段   大外刈  ○  高橋 光一郎４段 
 
 
    ひらた整骨院ｸﾗﾌﾞ２   －   １  新日本製鐵大分 
 
（先鋒）上薗 義明 ４段   引分      木村 亮  ３段 
（次鋒）平田 和義 ５段 ○ 内股      牧野 寛之 ３段   
（中堅）大西 浩介 ３段    優勢勝     竹本 五成 ３段 
（副将）寺田 雅人 ３段   引分      梶原 康廣 ２段 
（大将）滝澤 順  ４段   合せ技  ○  金子 棟行 ３段 
 
 
［準決勝戦第１試合］ 
 
    近畿通関    ２   －   １  ホンダ熊本 
 
（先鋒）村上 博顕 ４段 ○ 大外刈     松尾 圭二 ３段 
（次鋒）砂原 芳徹 ３段   引分      中馬場慎剛 ３段 
（中堅）鳥入 孝仁 ３段   引分      松岡 恵央 ３段 
（副将）土井 隆司 ３段  （指導１）     山本 和博 ５段 
（大将）珠玖 龍市 ３段 ○ 内股      津崎 敬太  ３段 
 
 
［準決勝第２試合］ 
 
    戸髙鉱業社   ３   －   １  ひらた整骨院クラブ 
 
（先鋒）赤迫 諒介 ４段  ○ 払腰     上薗 義明  ４段 
（次鋒）崎村 和幸 ２段    引分     平田 和義  ５段 
（中堅）高橋 光一郎４段   （指導１）   大西 浩介  ３段 
（副将）崎村 栄一郎２段    腕挫十字固 ○ 寺田 雅人  ３段 
（大将）細田 真史  ３段 ○  小外掛    滝澤 順   ４段 
 
 
 



［決勝戦］ 
 
決勝戦は、昨年１部から転落した近畿通関と昨年３部優勝から２部昇格した戸

高鉱業社との対戦となった。 
 
先鋒戦。近畿通関・村上は右組み、戸髙鉱業社・赤迫は左組みのケンカ組み手。

両者釣り手を握り、引き手を奪いあう攻防を続ける開始３５秒に、赤迫が村上

の左斜め正面から両脚を広げて、大きく飛び上がり、左に体を捻りながら畳に

着地すれば（所謂「飛び十字」）、腕挫十字固が見事に決まり、村上思わず「参

った」。戸髙鉱業社、幸先良い一本勝で先制。 
 
次鋒戦。ほぼ同じ体格で左組み同士。試合は戸髙鉱業社・崎村が奥を取って圧

迫し、これを嫌がる近畿通関・砂原が一本背負投でかわす攻防で始まる。組み

手争いが膠着した１分８秒に、両者に指導１。その後、砂原の鋭い一本背負投

を危うくかわした崎村が、逆に、１分３２秒組み際の一瞬の隙を突く左大内刈

で効果を奪う。リードされた砂原は盛んに一本背負投で攻める中、一瞬自分の

組み手になった崎村が、砂原を小外掛から潰し、砂原が両膝を着いた体勢から

内股を仕掛けて低く転がして有効を奪う（２分４３秒）。そのまま、伏せた砂原

の左腕を巧みに逆に（腕挫腕固）に極めると、２分５０秒、砂原はたまらず畳

を叩く。戸髙鉱業社は連続の関節技で２ポイントを奪取。 
 
中堅戦。近畿通関・鳥入６５ｋｇ。戸髙鉱業社・高橋は１４０ｋｇ。２倍以上

の体重差の対戦。左組みの高橋は、体格にものを言わせ、振り回すよう内股で

鳥入を攻める。しかし、鳥入は体捌きよくこれを受け流し、背負投で相手を翻

弄する。両者の技に効果なく、このまま引分かと思われた２分３０秒過ぎ、鳥

入が高橋の内股を防ぐも、思わず両膝を着いたところを、高橋が上から押し潰

して執拗に攻め、防御する鳥入を委細構わず力任せに引き上げ、裏返しにして

上からのし掛かり、２分５１秒横四方固に押え込む。鳥入は場外に逃げようと

後ずさりするように場外へ逃れ、高橋の体の大半が場外に出るも、高橋の左脛

以下が場内に留まり、万事休す。戸髙鉱業者、第２部初制覇成る。 
副将戦。互いに右組み同士。共に技が出ず、両者、５３秒に指導１、１分５７

秒に指導２を受ける。その後は、近畿通関・土井に内股が出始め、猶も技の出

ない戸髙鉱業社・神田に残り１０秒で指導３が与えられる。土井、一矢報いる。 
 
大将戦。左右のケンカ組み手。近畿通関・殊玖は体格で劣るも、戸髙鉱業社・

細田の攻めを難なく防ぐ。しかし、やや守勢に回った１分３２秒に指導１を受



ける。その後、殊玖は引き手を握り、得意の内股攻撃を開始する。ところが、

２分１５秒、一瞬の引き手争いを制した細田が、右釣り手で背中を掴んだまま、

右にフェイントを掛け、小外掛からそのまま体を捨てれば、殊玖たまらず畳に

背中を背負い、一本。 
 
昨年第３部優勝の戸髙鉱業社は、ポイントゲッターの先鋒赤迫、中堅高橋が確

実にポイントを上げ、第２部でも見事な優勝を遂げた。瞬く間の第１部昇格は

特筆すべき快挙。一方、惜しくも優勝を逃がし、準優勝に甘んじた近畿通関で

はあるが、１年で見事第１部復帰を果たした。 
 
 
    近畿通関    １    －  ４  戸髙鉱業社  
 
（先鋒）村上 博顕 ４段   腕挫十字固 ○ 赤迫 諒介 ４段 
（次鋒）砂原 芳徹 ３段   腕挫腕固  ○ 崎村 和幸 ２段 
（中堅）鳥入 孝仁 ３段   横四方固  ○ 高橋 光一郎４段 
（副将）土井 隆司 ３段  （指導３）   神田 哲朗  ３段 
（大将）珠玖 龍市 ３段   小外掛   ○  細田 真史  ３段 
 


